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　長寿命で安全性に優れた高性能な全固体二次電池の開発が進められており，イ
オン伝導性に優れた固体電解質と正極，負極材料との組み合わせで，さまざまな
全固体二次電池が設計されている．本号では，硫化物系全固体電池の構造設計や，
固体電解質―電極界面の構造設計，評価・解析，さらに，実用化に向けた取り組
みについて，最近の動向を紹介する．
	 （特集担当委員：幾原裕美・古賀英一・井手慎吾）
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